
はじめまして。島根県の中部にある高校 より、みなさまへお手紙を送 らせて

いただきます。

月 日が経つのは早いもので、忘れ もしない東北大震災 より1年 半 が過 ぎよ う

としてい ます。 みなさまは、いかがお過 ごしで しょうか。

私たちは、被災者の方の心境を理解す ることはできません。 しか し、ニュー

スや新聞で当時の様子 を見て、やは り胸が痛 くな りました。 とても悲 しく、島

根 にいても何かできないか と、ずっと考えていま した。

私たちは今、島根県立遍摩高等学校の福祉系列 とい うコースで学習 してお り

ます。隣接する島根県立出雲養護学校遍摩分教室の生徒たちも一緒に、地域ボ

ランティアに出かけた り、手話や点字を学んだ りしています。そんな中、この

恐 ろしい震災が起きま した。震災直後は、全国か ら多 くの支援やボランティア

団体がかけつけていたことと思います。

私たちができること、それは、せっかく福祉を学習 している私たちだか らで

きる、障がいがある方への応援メッセージを贈 ること、そ う思ったのです。津

波が襲ってきた とき、車いすの方が逃げ遅れた り、視覚障がいがある方への救

助す る術が分か らなかった り、聴覚障がいがある方が緊急警報の情報がす ぐに

届かなかった りしたことを知 りま した。 このメッセージが、少 しでもみなさま

に届き、1日 で も早 く、み な さまの心が明 るい未来へ と進んでいけることを、遠

くか ら願 って、応援 しています。

これ か らま た 、辛 くな っ た り、 悲 し くな った り、 さみ し くな っ た りした とき

に は 、 ど うぞ 、 私 た ち も同 じ空 の 下 で 頑 張 って い る とい うこ とを 、 思 い 出 して

くだ さい 。 そ して 、 ま た 、 一 歩 ず つ 、 ゆ っ く りと一 緒 に 前 へ 歩 い て い き ま し ょ

う。
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